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契 約 変 更 年 月 日 令和8年5月29日

契 約 業 者 名 （株）建設技術研究所

契 約 業 者 の 住 所 東京都中央区日本橋浜町-3-21-1

業 務 の 名 称 Ｒ７甲府河川国道管内橋梁他補修詳細設計業務

業 務 場 所 甲府河川国道事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年8月21日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 33,517,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋26,301,000円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 59,818,000円（税込み）

変 更 理 由

（第２回、最終）契約変更の内容

橋梁補修詳細設計　1式、横断歩道橋補修詳細設計　１式、詳細
調査　１式、上部工架け替え詳細設計　１式、直接経費　１式

（変更した内容について記
述する）

１．橋梁補修詳細設計
橋梁補修詳細設計について、現地調査の結果、一部の橋梁において点
検時よりも損傷が拡大していたため、補修詳細設計の対象を拡げる必
要が生じたため増工する。

２．横断歩道橋補修詳細設計
横断歩道橋補修詳細設計について、現地調査の結果、一部の横断歩
道橋において点検時よりも損傷が拡大していたため、補修詳細設計の
対象を拡げる必要が生じたため増工する。

３．詳細調査
現地調査の結果、設計を行う前に詳細な調査を実施する必要が生じた
ため、詳細調査を追加する。

４．上部工架け替え詳細設計
塩川橋側道橋の補修について、現地調査の結果、早急に補修を実施す
る必要が生じたため、上部工架け替え詳細調査を追加する。

５．工期延伸
工期を１２４日間延伸し、令和８年９月３０日までとする。


